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                 資 料 4-４ 

  令和８年度重点施策について  

 

予算キャッチフレーズ  

〝～未来へつむぐ～子育ち応援のまち実感予算〝として、「子育ち応援の

まちづくりの推進」「健康寿命の延伸と高齢者の活躍」「力強く豊かな持

続可能なまちづくり」「次世代を見据えたＤＸ・ＧＸ の推進」の 4 つの重

点方針の中、大きく２つの視点で展開 

●視点 1：子育て・教育環境の充実、健康づくりに向けた事業展開 

●視点 2：持続可能な市民生活・地域経済の実現に向けた事業展開 

 

視点 1：子育て・教育環境の充実、健康づくりに向けた事業展開  

※ 金額語尾の［ｐ○参照］は、「令和８年度 山県市当初予算の概要」のページ 

１（新規）小学校体育館空調整備事業  １６２，８００千円  ｐ31 参照 

近年の猛暑対策等として、富岡小・伊自良南小・美山小体育館に空調設備を整備し、

学習環境の充実を図るとともに、災害時の指定避難所でもある体育館の機能強化を図

る。 

 

２（新規）ふたつのふるさと事業  ２，５３７千円  ｐ31,32 参照 

岐阜県の政策オリンピック事業を活用し、県外の児童生徒に対し、市内で防災体験

も含めさまざまな自然・歴史・文化の魅力を体験してもらい、山県市を第２のふるさ

ととして将来的に移住定住等につなげる事業を実施。 

 

３（継続）小中学校教材費無償化事業  ２２，１６５千円 ｐ31,32 参照 

物価高騰が続くなか保護者の経済的負担を軽減し、安心して子育てできる環境を整

えるため、小中学校教材費の無償化を実施。 

以上【問い合わせ先】学校教育課 ０５８１－２２－６８４４ 

 

４（新規）５歳児健康診査事業  ６１４千円 ｐ23 参照 

幼児の就学前の発達段階を確認し、全ての幼児が安心して就学を迎える事ができる

よう、個々の発達特性に応じた支援につなげる健診事業を実施。 

 

５（新規）小児科・産科遠隔（オンライン）医療相談事業  ９５１千円 ｐ23 参照 

妊娠期から子育て期にかけて生じる様々な疑問や不安について、スマートフォン等

から産婦人科医・小児科医・助産師に２４時間いつでも相談できる医療相談支援サー

ビスを提供。 
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６（新規）地域子育て支援拠点事業  ８，８９８千円 ｐ21 参照 

子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安や悩みを相談できる場を提

供し、地域の子育て支援機能の充実を図る。 

 

７（継続）保育園を中心とした地域創造事業  １９，９８０千円 ｐ22 参照 

家族で美山地域に滞在し、地域の特色・魅力を体験するとともに、期間中にこども

が保育園を利用することで在園児等との交流により相互成長を図る事業。 

 

８（継続）出産祝金（赤ちゃんほほえみ応援金）  ７，３００円 ｐ22 参照 

多子の出産・育児を応援するため第３子以降の出産に際し応援金を支給。国の支

給と併せ最大支給額 3２0 万円（7 子以降）         

 （単位：万円） 

区分 1 子 ２子 ３子 ４子 ５子 ６子 ７子以降 

国 10 10 10 10 10 10 10 

ほほえみ - - 10 30 70 150 310 

合計 10 10 20 40 80 160 320 

以上【問い合わせ先】子育て支援課 ０５８１－２２－６８３９ 

 

９（継続）保育園・小中学校給食無償化事業  １４１，５３８千円 ｐ22 他参照 

健全な心と体を培い、豊かな人間性を育んでいく基礎となる環境を守っていくた

め、また、地産地消など地域の食文化に触れ、豊かな人間性を育むことなど保育園

・学校生活を豊かにするため給食の無償化を実施。 

 【問い合わせ先】子育て支援課 ０５８１－２２－６８３９ 

         学校教育課 ０５８１－２２－６８４４ 

 

１０（継続）子ども医療費助成  １０３，９１７千円 ｐ21 参照 

安心して医療機関を受診できることにより健康・福祉の増進を図るため、岐阜県の

対象範囲（就学前）に上乗せし、高校３年生等までの医療費を無償化。 

【問い合わせ先】市民環境課（保険年金係） ０５８１－２２－６８２７ 

 

１１（新規）高校生通学定期券補助  ７，７６０千円 ｐ19 参照 

物価高騰対策として保護者の経済的負担を軽減するとともに、利用者拡大によるバ

ス路線維持のため、市内に居住し高等学校等にバスを利用して通学する生徒の保護者

に対して、通学定期券の購入費用の一部を補助。 

【問い合わせ先】企画財政課 ０５８１－２２－６８２５ 

 

１２（継続）こども家庭センター運営事業  １８，５２１千円 ｐ23 参照 

妊娠期から子育て期までの子と保護者を対象に児童福祉と母子保健の一体的支援

を図るため、子育て世帯に対する家庭訪問や妊娠・出産・子育てに関する相談支援に

必要な助産師や保健師などを配置。 

【問い合わせ先】子育て支援課 ０５８１－２２－６８３９ 
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１３（継続）こどもサポートセンター運営事業  ２２，４７６千円 ｐ30 参照 

子育て支援との連携により、不登校、長期欠席その他特別な配慮を要する児童生徒

の社会的自立に向けた支援及び教育的な指導を実施するため、生活相談員などの職員

を配置。 

【問い合わせ先】学校教育課 ０５８１－２２－６８４４ 

 

１４（継続）各種がん検診（節目検診無料クーポン） ４，２９３千円 ｐ24 参照 

各種がん検診の受診率を上げ、早期発見、早期治療に繋げるため、各種がん検診（胃

がん・乳がん・子宮頸がん・大腸がん・肺がん）の無料クーポンを４０、４４、４８、

５２、５６歳になる市民に対象を拡充し配布。（国保特会含む） 

 

１５（継続）特定健診事業無償化 （国保特会）  ２０，９９２千円 ｐ35 参照 

生活習慣病などの疾病予防を促進し、健康と長寿を確保するとともに、医療費の

抑制による適正化を図るため特定健診の無償化を実施。 

 

１６（継続）後期高齢者健診無償化（後期特会） ２６，５０１千円 ｐ38 参照 

高齢者の健康の保持・増進等を促進し、健康に生活できる高齢者を増加させるた

め、後期高齢者健診の無償化を実施。 

以上【問い合わせ先】健康介護課 ０５８１－２２－６８３８ 

 

 

視点 2：持続可能な市民生活・地域経済の実現に向けた事業展開  

１７（新規）北部地域オーバーツーリズム対策実証実験事業  

１０，０００千円 ｐ27 参照 

オーバーツーリズムの影響が出始めている北部地域において、課題解決に向けた社

会実験を実施・分析し、今後の対策について検討を実施。 

 

１８（継続）観光案内及び観光魅力化事業  １９，２９７千円 ｐ28 参照 

山県市観光案内所（山県アウトドアツーリズムセンター）を拠点に、市内観光の魅

力発信、市民・観光客の利便性向上及び地域活性化等を図る事業を実施。 

 

１９（新規）学生による空家改修プロジェクト事業  ８，４５８千円 ｐ18 参照 

地域と学生が互いの目標や価値観を理解・共有し、地域課題の解決に取り組むとと

もに、空き家改修により交流人口の拡大と地域の賑わいの創出を目指す事業を実施。 

 

２０（継続）中小企業等活性化事業補助金  １５，０００千円 ｐ27参照 

仕事と育児の両立支援、省力化設備導入や技術水準向上のための研修など、市内事業者

の事業発展や技術力ＵＰによる市内の経済・産業の活性化のための補助事業を実施。 

以上【問い合わせ先】まちづくり・企業支援課 ０５８１－２２－６８３１ 

 

２１（新規）議会の「見える化」推進事業  ２０，０００千円 ｐ17 参照 
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議場運営機器更新にあわせ、議会運営の透明性向上のため、議会の様子を字幕付ラ

イブ配信とアーカイブにより視聴できるシステム機器を整備。 

【問い合わせ先】議会事務局 ０５８１－２２－６８４０ 

 

２２（新規）コンビニ交付システム導入事業  ２５，３２５千円 ｐ19 参照 

市民の利便性向上を図るため、マイナンバーカードを利用してコンビニエンススト

アのキオスク端末で住民票、印鑑証明、税証明などを取得できるようシステムを導入。 

【問い合わせ先】市民環境課（戸籍住民係） ０５８１－２２－６８２９ 

 

２３（新規）エコアクションポイント事業  ９７５千円 ｐ24 参照 

身近なエコ活動（エコアクション）を通し実生活の中で脱炭素へつながることを体

感してもらい、その活動に対しポイントを付与・交換することで、脱炭素社会実現へ

の啓発促進を図る。 

 

２４（継続）太陽光発電設備等設置費補助金  ２６，５０４千円 ｐ24 参照 

国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用し、「太陽光発電設備」等再生可能

エネルギー設備や省エネ設備を設置する市民及び市内事業者に対して補助を実施。 

以上【問い合わせ先】市民環境課（環境政策室） ０５８１－２２－６８２８ 

 

２５（新規）大桑城跡関連事業  ８，８１４千円 ｐ３３参照 

大桑城跡の今後の保存・活用に向けた気運醸成を図るため、国指定を記念し、ＰＲ

イベントやシンポジウムを開催。 

【問い合わせ先】生涯学習課 ０５８１－２２－６８45 

 

２６（新規）庁舎長寿命化事業  １６４，５９３千円 ｐ17 参照 

築３０年が経過した市役所本庁舎の外壁及び２階屋根防水等の改修工事を行い、災

害時の拠点となる施設の長寿命化を図る。 

【問い合わせ先】総務課 ０５８１－２２－６８２０ 

 

２７（継続）水道基本料金減免事業  ２９，０００千円 ｐ39 参照 

物価高騰を受け、市民や事業者の経済的負担を軽減するため、水道料金の基本料金

２か月分の減免を実施。 

 

２８（新規）重要給水路線耐震管新設事業  １７４，５２６千円 ｐ39 参照 

災害時における重要給水施設（医療機関、避難所等）への復旧が迅速に図られるよ

う、上水道管路の耐震化事業（高富地区）を実施。 

 

２９（継続）下水道事業不明水対策事業  ２４４，８９８千円 ｐ40 参照 

雨天時の侵入水を起因とする不明水による災害リスク及び維持管理コスト低減を

図るため、下水道管路の更正工事（高木、大桑地区）等を実施。 

以上【問い合わせ先】水道課 ０５８１－２２－６８３５ 


